
　近江楽座の 20 のプロジェクトが
活動をまとめた新聞です。
　これらの新聞・ポスターは、基
本的にレイアウトが自由なので、
チームの個性がそのまま紙面に出
ていることも特徴です。楽座メン
バーの自信作“らくざしんぶん”
をぜひご覧ください。この資料で
は全て白黒になっていますが、下
記「活動成果展示会」におきまして、
原稿のカラー版を展示します。ぜ
ひお越しください！

ら

く

ざ

し

ん

ぶ

ん

2016 年（平成 28 年） 4 月 16 日 ( 土 ) 楽 座 新 聞 　 ら く ざ し ん ぶ ん

※プロジェクト区分について

新規プロジェクト：平成 1 6～2 6 年度に、近江楽座の助成を受けたことがないチームによる取り組み
継続プロジェクト：平成 1 6～2 6 年度のいずれかに、近江楽座の助成を受けたことがあるチームによる取り組み
 S プロジェクト：「近江楽座」での実績をもとに、さらなるステップアップをめざすプロジェクトで、活動資金の助成を必要としないもの

全 20 チームが４つのパートに分かれて活動報告を行います。

　■ 司会進行：秦憲志（近江楽座事務局）　
　とよさと快蔵プロジェクト／おとくらプロジェクト／信･楽･人／かみおかべ古民家活用計画／八坂町プロジェクト

　■ 司会進行：濱崎一志　先生（人間文化学部教授）
　スチューデント・キュレイターズ／政所茶レン茶゛ー／男鬼楽座／ Taga-Town-Project ／とよさらだ

　■ 司会進行：印南比呂志　先生（人間文化学部教授）
　未来看護塾／木興プロジェクト／たけとも／田の浦 FC学生 ST ／タクロバン復興支援プロジェクト

　■ 司会進行：竹下秀子　先生（人間文化学部教授）
　あかりんちゅ／滋賀県大 BASSER’ S ／なの・わり／Harmony ／廃棄物バスターズ

活動助言者・紹介

平成 2 7 年度
近江楽座活動報告会号

○○○○
○○

プロジェクト名 （チーム名）

継続 (2004 年～)

継続 (2010 年～)

継続 (2007 年～)

継続 (2012 年～)

新規

継続 (2012 年～)

継続 (2013 年～)

継続 (2004 年～)

継続 (2004 年～)

継続 (2009 年～)

継続 (2004 年～)

継続 (2011 年～)

継続 (2012 年～)

継続 (2013 年～)

新規

S継続 (2009 年～)

継続 (2011 年～)

継続 (2005 年～)

継続 (2004 年～)

継続 (2005 年～)

継続 (2004 年～)

継続 (2010 年～)

継続 (2007 年～)

継続 (2012 年～)

新規

継続 (2012 年～)

継続 (2013 年～)

継続 (2004 年～)

継続 (2004 年～)

継続 (2009 年～)

継続 (2004 年～)

継続 (2011 年～)

継続 (2012 年～)

継続 (2013 年～)

新規

S継続 (2009 年～)

継続 (2011 年～)

継続 (2005 年～)

継続 (2004 年～)

継続 (2005 年～)

区分 (継続年度 )

( 活動報告会発表順 )

2016 年 4月 16 日 ( 土 ) 9:30~16:30
中講義室 A7-101

とよさと快蔵プロジェクト（とよさと快蔵プロジェクト） 

おとくらプロジェクト（おとくらプロジェクト）

信･楽･人 -shigaraki field gallery project- （信･楽･人 - shigaraki field gallery project-） 

かみおかべ古民家活用計画 -SLEEPING BEAUTY-（かみおかべ古民家活用計画 -SLEEPING BEAUTY-）

八坂町プロジェクト（八坂町プロジェクト）

地域博物館プロジェクト（スチューデント・キュレイターズ） 

政所茶レン茶゛ー（政所茶レン茶゛ー） 

男鬼楽座（男鬼楽座）

Taga-Town-Project（Taga-Town-Project）

とよさらだプロジェクト（とよさらだ） 

未来看護塾（未来看護塾）

木興プロジェクト（木興プロジェクト） 

たけとも（竹の会所 友の会）（たけとも（竹の会所 友の会）） 

たのうらまちづくりプロジェクト（田の浦ファンクラブ学生サポートチーム） 

タクロバン復興支援プロジェクト（タクロバン復興支援プロジェクト） 

あかりんちゅ（あかりんちゅ） 

内湖における侵略的外来種駆除（滋賀県大BASSER’S） 

フラワーエネルギー「なの・わり」（フラワーエネルギー「なの・わり」） 

障がい児・者、自立支援・共生社会プロジェクト（ボランティアサークルHarmony） 

人と環境を救う雨水タンク（廃棄物バスターズ） 

２．活動発表

【パート１】9:50 ～ 11:05
拠点・ものづくり

　【パート２】11:15 ～ 12:30
生活・文化

　【パート３】13:30 ～ 14:45
防災・被災地支援

【パート４】14:55 ～ 16:10
教育・環境

３．全体総括

１．挨拶・感謝状贈呈・プログラム説明



発行日　2016 年 3月 31 日

2004 年に発足したとよさと
快蔵プロジェクトは今年で
11 年を迎えました。この 11
年間で 12 件の古民家や蔵を
まちづくり委員会の方々と
協力しながら改修し、時に
はイベントの参加、自らの
イベントの開催、改修した
Bar の運営をすることで、学
生なりの視点で「まちづく
り」が何かというのを考え、
豊郷というまちを元気にし
ようと考えています。

2015　ミツマルシェ
2012 年から始まったミツマルシェも今回で４回目！ゲスト決めや広報、会場の設
営など、企画から学生が話し合いイベントを開催しました。大変なことも沢山あり
ましたが、当日はまちの人や酒蔵祭りに来られた人、県大生など多くの方々にご来
場していただき、賑やかなイベントとなりました。今年は滋賀県立大学と関わりの
あるゲストさんが多く、共通の話題で盛り上がったほか、庭にカロムを設置するこ
とで、普段関わりのない人同士の交流も生まれました。また、このイベントをきっ
かけに新しいメンバーも加わり、印象に残るイベントとなりました。

地域の方々との交流
春の新入生歓迎会、夏のとっと祭りやビアガーデン、秋のコスモスパ
ンプキンフェアスタやハロウィンイベント、冬のクリスマス会、他に
も様々な町内イベントやスポーツ大会に、地域の方々と共に快蔵メン
バーは参加しています。このように１年中、地域の方々との交流が多
く、親睦を深めることができるのも、快蔵の魅力の１つです。

タルタルーガ　ビアガーデン
学生自身が改修した蔵で、経営も学生がしている Bar タルタルーガ。
地域の常連さんが来てくださる中、興味を抱いて来てくださる新規
のお客様がいたりと、少しずつ知名度が上がってきているのではと
感じることもしばしば。毎年恒例のビアガーデンは、今年は改修合
宿の初日で決起会も兼ねての開催だったため、学生の参加人数も例
年より多く、地域の人と学生との交流が盛んに行われました。

広報・メディア
今年はテレビ取材や新聞、雑誌への掲載など、快蔵の活動がさまざま
なメディアに取り上げられました。また、「カイゾウノススメ」という
紹介冊子も新たに作成し、広報活動も活発な１年となりました。

ゲストハウス「おむすび」　改修

今年で 11年を迎えたとよさと快蔵プロジェクト。豊郷町に宿泊
できる場所をという想いから、改修 12 件目となる今回はゲスト
ハウスという大規模な改修を行いました。5月から実測を行い、
7月に行われたコンペの最優秀案を基にミーティングを重ね、ま
ちの人やOBに助けてもらいながら、自分たちで設計・改修を行
いました。夏の改修合宿、冬の改修合宿、毎週末の改修作業と、
例年よりあわただしい活動となりましたが、メンバーがたくさ
ん増えたこともあり、多くの人が改修作業に参加してくれまし
た。合宿時は、Bar タルタルーガで食事をとり、改修を終えてシェ
アハウスに宿泊するというタイムスケジュールで活動しました。

とよさと快蔵プロジェクトの活動も 10 年を過
ぎるほどとなりました。
活発に活動される学生さんが卒業してしまうと
尻すぼみで活動停止になりがちですが、これほ
ど続けて活動してくれてありがたく思います。
続いていることもそうですが、歴代の卒業生が
現役の学生さんにアドバイスしていることが
あったりと、それぞれの卒業した学生さんや現
役の学生さんが豊郷という町に思いを持って活
動してくれていることをうれしく思います。

とよさとまちづくり委員会 Kさん

いつも、学生の皆さんの活動に地域のものとし
て本当に感謝しております。11 年目の活動を
先輩から続け、現在のメンバーの皆さんは、ま
た新しい思いで取り組んで頂いている事も凄
く、活動の拡大と変化を感じています。
今後も皆さんの活動を続けていただき、地域活
性化の大きな一助に大学と共によろしくお願い
します。ありがとう！

とよさとまちづくり委員会Oさん

今年度は、　久しぶりに大規模な改修ができるということで、コンペや打ち合わせ、改修準備など、例年より
あわただしい活動となったが、メンバーがたくさん増えたこともあり多くの人が活動に参加してくれました。
また、コアメンバー以外も先輩方やまちのみなさんに関わる機会が増えて、まちについて考えるいいきっかけ
が増えたのではないかと思います。まちとの関わりが深まることで、この活動の幅も広がっていくことを期待
します。また、メディア取材が増え、プロジェクトの認知度が年々増加していることも成果の一つです。今後
も、まちの人と協力して活動を進め、まちの人と一緒に豊郷町を楽しみ、盛り上げていくと同時に、つながり
の少ない中高生や、子供たちを巻き込んだ活動も展開していきたいです。

カ イ ゾ ウ

ノ ス ス メ

ver.4

Thank you for reading...!!
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U
C
C
滋
賀
工
場
で
は
、
工
場

見
学
が
あ
り
、
人
気
で
予
約
が
す

ぐ
に
は
と
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。
そ

の
工
場
見
学
に
来
て
頂
い
た
お
客

様
に
お
土
産
と
し
て
買
っ
て
頂
け

る
も
の
を
滋
賀
の
特
産
品
の
ひ
と

つ
信
楽
焼
を
用
い
て
作
っ
て
欲
し

い
と
い
う
依
頼
が
窯
元
散
策
路
の

谷
寛
窯
の
元
に
き
ま
し
た
。
そ
こ

に
信
楽
人
が
入
り
、
商
品
の
デ
ザ

イ
ン
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
共
に
考
え

る
と
こ
ろ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

始
ま
り
ま
す
。

　

計
画
や
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
を
い

れ
る
と
４
年
近
く
か
か
っ
て
い
る

U
C
C
コ
ラ
ボ
企
画
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
２
８
年
３
月

に
U
C
C
滋
賀
工
場
の
お
土
産

コ
ー
ナ
ー
に
展
示
さ
れ
る
こ
と
で

完
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
名
は
「
N
E
T
S
U
」

信
楽
人
は
、
包
装
紙
の
デ
ザ
イ
ン

や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
製
作
し
、
滋

賀
工
場
で
展
示
し
て
頂
い
て
い
ま

す
。
工
場
見
学
で
お
立
寄
り
の
際

は
ぜ
ひ
見
て
頂
き
た
い
。　

　

４
月
は
毎
年
恒
例
の
ぶ
ら
り
窯

元
め
ぐ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
窯

元
で
陶
ビ
ー
ズ
を
制
作
し
、
当
日

は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

窯
元
さ
ん
に
教
え
て
頂
き
な
が

ら
、
各
メ
ン
バ
ー
が
個
性
的
な
陶

ビ
ー
ズ
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
今
回
は
動
物
系
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
年
に
よ
っ
て
種
類
も

様
々
で
す
。
土
を
触
る
所
か
ら
、

絵
付
け
ま
で
を
行
い
、
焼
き
上
が

り
は
当
日
の
お
楽
し
み
に
な
り
ま

す
。　

　

今
年
の
ぶ
ら
り
窯
元
め
ぐ
り
で

も
陶
ビ
ー
ズ
を
制
作
し
、
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
す
る
予
定
で
す
。

谷寛窯では、昨年に引き続き、UCC の商品開発に

関わって頂きました。商品が具体的な容に成って

きてからは、パッケージデザインや取り扱い説明

等細かなところまで話し合いを通じて深めてゆく

ことが出来ました。そのような過程を進める中、

UCC 滋賀工場の担当者とも幾度も打ち合わせ会議

を進めて行く中、この度晴れて、NETSU の商品が

納品出来る運びとなりました。メンバーの皆さん

には、この企画を進めて行く最中、いろいろな想

いや意見が多々あったと事と思います。新メン

バーとの入れ替わりを通じて、信楽人の皆さんの

活動と経験が、実社会に繋がる場として、益々深

められますことを希望いたします。

                                                   

７
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
行
わ

れ
た
改
装
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
解
体

か
ら
始
ま
り
、
内
装
と
外
装
を
作

り
か
え
ま
し
た
。
床
や
天
井
を
剥

が
す
作
業
は
、
と
て
も
根
気
が
い

る
作
業
で
す
。
改
装
は
、
メ
ン
バ
ー

の
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
や
っ
た
こ

と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
わ
か
ら

な
い
こ
と
や
う
ま
く
出
来
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
元

の
大
工
さ
ん
や
OB
の
方
に
教
わ
り

な
が
ら
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

10
月
17
〜
18
日
は
、
完
成
し
た

改
装
場
所
で
食
イ
ベ
ン
ト
を
に
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
。
炊
き
た
て

の
お
く
ど
ご
飯
を
ご
ち
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。

ビッグニュース !!

信
・
楽
・
人
っ
て
？

　

信
楽
町
長
野
地
区
、
信
楽
焼
を
製
造
し
て
い
る
窯
元
が
多
数
あ
る
焼
き
物

の
ま
ち
。
学
生
は
こ
の
独
特
な
場
所
で
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
自
ら

が
提
案
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
窯
元
か
ら
の
依
頼
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

「
N
E
T
S
U
」
完
成 

（上）    NETSUポスター
（左下）UCC滋賀工場展示スペース
（右下）UCC滋賀工場エントランス

プロジェクト自慢ちょっときいてよ！

総合 信　　楽　　新　　聞 2016 年（平成２８年）3月 31日 木曜日 （年間）

（谷寛窯）

　

今
年
度
は
、
藤
喜
陶
苑
の
改
装

を
行
い
、
忙
し
い
年
で
し
た
。
人

数
不
足
に
悩
み
な
が
ら
も
、
大
学

の
環
境
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学

生
や
先
生
、
信
楽
の
大
工
さ
ん
と

協
力
し
な
が
ら
無
事
完
成
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
装
場
所

の
近
所
の
方
か
ら
は
「
何
が
で
き

る
の
」
と
の
声
を
何
度
か
あ
り
、

完
成
を
楽
し
み
に
し
て
頂
け
ま
し

た
。

　

ま
た
、
８
月
に
は
、
新
た
な
試

み
と
し
て
、
信
楽
焼
の
元
と
な
る

常
滑
焼
の
産
地
へ
研
修
に
行
き
ま

し
た
．
焼
き
物
に
つ
い
て
の
知
識

が
深
ま
り
、
信
楽
と
の
町
並
み
の

違
い
も
感
じ
取
れ
ま
し
た
。

　

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
年
で

し
た
が
、
一
番
喜
び
が
大
き
い
の

は
、
U
C
C
コ
ラ
ボ
企
画
が
完
遂

し
た
こ
と
で
す
。
長
い
年
月
が
か

か
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
無
事
世

の
目
に
入
る
場
所
へ
送
れ
た
こ

と
、
そ
れ
を
見
届
け
れ
た
こ
と
に

達
成
感
を
感
じ
ま
す
。

　

今
回
は
、
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
信
楽
人
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で

は
、
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
多
く

の
人
の
協
力
を
得
て
、
出
来
た
こ

と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
人
と
の
繋
が
り
を
大
事

に
し
て
、
信
楽
の
魅
力
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

成果
 と
課題

ぶ
ら
り
窯
元
め
ぐ
り

藤
喜
陶
苑
改
装

常滑研修

ぶらり窯元めぐり当日



滋賀県立大学

発行

かみおかべ古民家活用計画
-Sleeping Beauty-

発行日
2016年3月31日（火）

活動報告新聞 2016年3月31日（火）

　

滋
賀
県
立
大
学
、
近
江
楽
座
、

か
み
お
か
べ
古
民
家
活
用
計
画-SLEEPING BEAUTY-

は

彦
根
市
上
岡
部
町
に
あ
る
築
１
４
０
年
の
古
民
家
で
改
修

、
イ
ベ
ン
ト
、
ひ
ょ
う
た
ん
栽
培
な
ど
を
し
て
地
域
の
空

き
家
を
活
用
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
大
家
さ
ん

が
東
京
在
住
の
た
め
、
古
民
家
の
維
持
管
理
を
し
て
ほ
し

い
と
の
ご
要
望
の
も
と
、
空
き
家
を
有
効
に
活
用
し
て
い

こ
う
と
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
４
年
目
に
な
り
ま

し
た
。
地
域
よ
し×
学
生
よ
し×

家
主
よ
し
の
か
み
お
か

べ
の
三
方
よ
し
を
モ
ッ
ト
ー
に
古
民
家
を
拠
点
と
し
て
あ

ら
ゆ
る
繋
が
り
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 　

建
具
を
改
修
す
る
こ
と
で
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、
離
れ
の
改
修
が

完
成
し
た
こ
と
で
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
で
は 

、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
定
着

し
て
き
、
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
の
声

を
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

ひ
ょ
う
た
ん
栽
培
で
は
、
昨
年
度
の
課
題
を

生
か
し
、
今
年
は
連
絡
を
こ
ま
め
に
取
り
合
い
、

定
期
的
に
ひ
ょ
う
た
ん
の
世
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ひ
ょ
う
た
ん
の
活
用
方

法
を
学
生
た
ち
で
考
え
、
作
っ
た
ひ
ょ
う
た
ん

を
外
部
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
ま
し
た
。
ひ
ょ

う
た
ん
だ
け
で
な
く
私
た
ち
の
活
動
に
も
興
味

を
も
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
課
題
は
、
仕
事

の
比
重
が
一
部
の
人
に
大
き
く
な
っ
た
こ
と
、

急
に
作
業
日
が
決
ま
り
、
参
加
者
が
偏
っ
た
こ

と
で
す
。
今
後
は
、
ひ
ょ
う
た
ん
の
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
作
り
、
作
業
工
程
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

冊
子
作
成
で
は
、
子
ど
も
時
代
の
思
い
出
を

聞
き
、
昔
の
上
岡
部
町
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

だ
け
で
な
く
、
お
年
寄
り
の
方
と
深
く
関
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
方
が
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
私
た

ち
が
地
域
の
方
に
歩
み
寄
る
、
話
を
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
古
民
家
を
拠
点
に
、
地
域
の
方

と
の
繋
が
り
は
も
ち
ろ
ん
、
楽
座
同
士
、
改
修

で
お
世
話
に
な
っ
た
人
、
留
学
生
と
の
繋
が
り

を
大
切
に
活
動
に
し
て
い
き
た
い
で
す
！

　

ピ
ザ
パ
ー
テ
ィ
ー
や
地
蔵
盆
の
夜
店
の
お
手
伝
い
を

し
て
頂
き
、活
気
が
増
し
て
い
ま
し
た
。
古
民
家
活
用
に
、

も
っ
と
お
年
寄
り
が
参
加
し
て
頂
き
、
気
楽
に
く
つ
ろ

げ
る
よ
う
な
雰
囲
気
に
育
て
ば
と
思
う
次
第
で
す
。
若

い
方
と
お
話
し
す
る
と
、
ぱ
っ
と
明
る
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
若
い
力
を
当
町
に
注
い
で
い
た

だ
き
ま
す.

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
上
岡
部
町 

自
治
会
長　

赤
田 

和
男
） 

　

改
修
し
た
離
れ
を
使
っ
て
、
夏
の
改
修
活
動
の
時

に
古
民
家
の
中
か
ら
出
て
き
た
骨
董
品
な
ど
を
展
示

し
ま
し
た
。
地
域
の
方
か
ら
展
示
物
や
古
民
家
に
ま

つ
わ
る
思
い
出
を
聞
け
た
り
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

お
話
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
は
小
さ
い

お
子
様
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
の
で
す
が
、
今
回

は
幅
広
い
世
代
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

今
後
は
様
々
な
世
代
の
地
域
の
方
が
参
加
し
や
す
い

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
開
催
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
！

   

今
年
の
３
月
よ
り
、
待
望
の
二
代
目
の
住
民
が
誕
生
し
ま
す
。

上
岡
部
町
に
住
む
こ
と
で
、
地
域
行
事
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
地
域
の
方
と
の
交
流
が
深
ま
り
、
か
み

お
か
べ
の
古
民
家
が
、
よ
り
地
域
に
開
か
れ
た
オ
ー
プ
ン
な
場
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

  

そ
れ
で
は
、
新
住
民
の
か
じ
く
ん
（
梶
原
諒
く
ん
）
の
コ
メ
ン
ト

で
す
！

   『
楽
座
の
活
動
で
は
、
い
ま
ま
で
は
「
学
生
」
や
「
他
地
域
の
住

人
」
と
い
う
立
場
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し
て
き
ま
し
た
が
、

僕
が
住
む
こ
と
で
「
上
岡
部
町
の
住
人
」
と
し
て
の
立
場
か
ら
も

企
画
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
僕
が
上
岡
部
町
に
住
む
こ
と
で
、
か

み
お
か
べ
と
い
う
楽
座
が
現
地
の
住
民
さ
ん
た
ち
と
寄
り
添
っ
て

活
動
し
て
行
く
こ
と
の
足
が
か
り
と
な
り
た
い
で
す
！
』

　

来
年
度
か
ら
の
か
じ
く
ん
の
活
躍
に
期
待
で
す
！

☆
成
果
と
課
題

☆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
慢

２
月
７
日(

日)

か
み
お
か
べ
博
物
館
＆
お
茶
会

☆
地
域
の
方
の
声

☆
か
み
お
か
べ
古
民
家
活
用
計
画

-SLEEPING BEAUTY-

と
は
？

◁地券の紹介

　学生たちが展示物の紹介文を作りました！　

地域の方との交流の様子▷

参加してくださった地域の方と

交流することができました！

△住民第 2号となる梶原諒くん

ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
！

☆
か
み
お
か
べ
に
住
民
第
２
号
誕
生
！

Twitter:
@pro_kamiokabe



住人と町の人々が
「食とだんらん」
でつながる暮らし

住人の暮らしの豊か
さを中心に人の居場
所をつくる住まい

住人の個性が外部に
もれだし、そこから
つながる暮らし

光

個

食

豊

住人同士は光と場を
町の人とは道と話を
共有する暮らし

『ツドマでつながる暮らし』

『あふれだす個人』

が
所
場
居
の
分
自
『

』
庭
り
通
る
か
つ
み
　

『Off Time Share House』
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　男鬼は滋賀県彦根市の東の端、多賀町との境目にある山村集落です。現在住んでる人はいませんが、茅葺き民家が残り、周りの自然と一体となって
昔の集落景観をとどめています。昭和30年後半から住民の離村が始まり、昭和46年には、最後の移住者が離村しました。
その後細々と利用されていましたが、荒廃は進んでいます。
男鬼楽座では、そんな男鬼の文化を守るための事業として、男鬼に残る茅葺住居の茅葺屋根葺き替えイベントを実施しています。

プロジェクト紹介

男鬼楽座の「男鬼」とは？

年 

ト
ン
ベ
イ
え
替
き
葺

2015

Before After

2016/3/31

活動の成果と課題

　今年度は男鬼での茅葺屋根葺き替えイベントを7/19,20,21の三日間開催の
予定でしたが台風が直撃し初日の活動は中止。二日間の開催となりました。
開催日が短縮されましたが多くの方が茅葺屋根吹き替えイベントに携わり
なんとか作業を進めることが出来ました。

　ありがたいことに参加者の皆様から、このイベントに参加して「楽しかった」
「また来たい」という声をいただいています。今後のイベント開催の際にもこの
声を忘れずに、安全で楽しいイベントを提供できるよう励みます。

　今年度のイベントでも多くの参加者の
もと、男鬼の文化の保存に努めることが
できました。
　しかし現在の男鬼の活動は保存行為に
とどまっているので、今後は男鬼の地域
をもっと活用できるような事業を展開し
ていければと思っています。

イベント参加者の声

ちょっと聞いてよ！プロジェクト自慢

ーイベント初日、台風直撃！ー

　参加者の皆様の支えあって、男鬼での活動は1０年以上継続するプロジェクト
となりました。この折に、男鬼という地が建物の文化的な価値だけでなく、茅葺
屋根の葺き替体験の場所としても価値を得てきたものとして実感しています。

チームの重大ニュース

ー男鬼の事業、継続１０年を突破ー
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問
訪
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の
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問
訪
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月

　木
レ
プ

習
講
具
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 5

月

問
訪
浦
の
田

 7

月

問
訪
浦
の
田
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月

会
動
運
の
海

  

校
学
小
川
玉

 

」
習
学
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命
「

ト
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イ
塾
護
看
来
未

祭
風
湖

問
訪
浦
の
田

 12 

月

問
訪
浦
の
田

 1 

月
ト
ン
ベ
イ
ス
マ
ス
リ
ク

浦
の
田

 

会
年
新

 

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

ガ
ー
デ
ン
整
備
・

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
植
えW

S

2015 年度　年間スケジュール

防
災
ベ
ン
チ
　
コ
ン
ペ

お
茶
っ
こ
会

木
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 2015

発行日（2016 年３月 31日）

01. 木興プロジェクトとは

02. 田の浦とは 03. これまでの活動

04. 5 年目の被災地

07. 6 年目へ

05. 制作活動 06. つながり



竹の会所の仮設申請が２年延長！

聞
新
も
と
け
た

2016年
3月31日
　発行

竹
の
会
所
四
年
目

大
学
で
考
え
て
い
て
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
気
仙
沼
に
行
く
と
そ
の
答
え

は
あ
っ
た
様
に
思
う
。
ま
だ
、
虎
舞
の
練
習
を
す
る
場
所
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
、
そ
し
て
子
供
達
が
竹
の
会
所
で
走
り
周
り
遊
ぶ
姿
を
見
て
、
学
生
た

ち
も
継
続
に
向
け
て
頑
張
ろ
う
と
思
え
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　

去
年
か
ら
、「
来
年
は
節
目
の
年
だ
、
建
設
当
時
の
メ
ン
バ
ー
が
い
な
く

な
る
か
ら
受
け
継
ぎ
が
大
変
だ
」
と
言
わ
れ
て
き
た
。
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が

１
・
２
回
生
で
あ
り
、
受
け
継
い
で
い
く
に
は
や
は
り
言
葉
も
大
切
で
は
あ

る
が
何
か
し
ら
自
分
で
感
じ
と
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
今
年
度

は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
た
り
、
建
設
当
時
の
先
輩
方
が
参
加
し
て
く
れ
た
り
、

復
興
の
話
を
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
い
う
形
で
聞
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
成
果

だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ど
う
受
け
継
い
で
い
く
か
、
悩
ん
で
い
た
上
回
生
も
、

地
元
の
方
や
先
輩
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
と
感
じ
た
。

今
年
度
参
加
し
て
く
れ
た
、
ひ
と
り
ひ
と
り
は
何
か
し
ら
を
感
じ
て
く
れ
た

と
思
う
。
こ
れ
こ
そ
が
今
年
の
成
果
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
も
こ
の
感
じ
た
も
の
を
技
術
と
と
も
に
受
け
継
い
で
い
く
こ

と
が
課
題
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

　

今
年
度
は
、
竹
の
会
所
を

建
設
し
た
当
時
の
メ
ン
バ
ー

が
一
人
し
か
お
ら
ず
、
そ
の

当
時
の
緊
迫
感
や
感
じ
た
も

の
な
ど
、
作
業
面
も
含
め
う

ま
く
受
け
継
げ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
と
、
考
え
な
が
ら
始

ま
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
そ
れ

と
と
も
に
仮
設
建
築
の
４
年

と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、

竹
の
会
所
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
、
春
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
り
と
自
分
た
ち
で
考
え
な

が
ら
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

課
題
と
成
果

　

竹
の
会
所
の
建
設
か
ら
今
年

で
４
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。

今
年
は
、
約
束
の
４
年
目
と
な

る
。
建
築
仮
設
申
請
が
４
年
だ

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
結
果
か

ら
お
知
ら
せ
す
る
と
、
２
年
延

長
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
竹
の

会
所
の
建
つ
日
門
地
区
に
ま
だ

集
ま
る
場
が
で
き
て
い
な
い
、

虎
舞
の
練
習
を
す
る
所
も
ま
だ

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
後
も
子
供
達
の
笑
顔
が
集
ま

る
場
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
思
う
。

他
に
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
た
び
に

サ
ン
マ
な
ど
の
お
魚
を
い
た
だ
き
、

自
分
た
ち
で
調
理
し
、
い
た
だ
い
て

い
る
。
作
業
で
疲
れ
た
後
の
美
味
し

い
ご
飯
は
、
み
ん
な
の
楽
し
み
で
あ

り
、
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
野
菜
や
魚

を
差
し
入
れ
し
て
く
れ
る
地
域
の

方
々
に
は
大
変
感
謝
で
あ
る
。

　

竹
の
会
所
で
の
お
祭
り
に
は
、

毎
回
多
く
の
子
供
達
が
遊
び
に

来
て
く
れ
る
。
毎
回
、
学
生
も

子
供
達
も
会
う
こ
と
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
お
り
、
何
か
特

別
な
話
を
し
た
り
す
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
竹
の
会
所
に
は
多

く
の
笑
顔
と
声
が
溢
れ
て
い
る
。

こ
れ
こ
そ
が
学
生
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
地
域
に
寄
り

添
い
活
動
す
る
、
た
け
と
も
の

姿
で
あ
る
の
か
な
と
感
じ
る
。

﹁
竹
の
庭
﹂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

た
け
と
も
は
、
気
仙
沼
だ
け

で
な
く
滋
賀
県
の
湖
南
市
菩
提

寺
で
も
活
動
し
て
い
る
。

放
置
竹
林
を
ど
う
に
か
し
よ
う

と
立
ち
上
が
っ
た
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
年
で
４
年
目

と
な
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
三
月
十
二
日
〜

十
八
日
ま
で
今
ま
で
作
っ
て
き

た
も
の
の
修
繕
作
業
を
行
っ
た
。

の
べ
二
十
人
ほ
ど
の
学
生
が
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
寝
泊
ま
り
し
、
行
っ
た

作
業
で
あ
る
。

　

今
年
の
夏
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
三
十

人
も
の
学
生
が
参
加
て

く
れ
た
。
今
回
は
、
２

週
間
と
い
う
長
期
間
で

竹
の
会
所
の
大
改
修
を

行
っ
た
。
多
く
の
学
生

が
参
加
し
て
く
れ
た
お

か
げ
で
お
か
げ
で
多
く

の
作
業
を
終
わ
ら
す
こ

と
が
で
き
た
。

　

宮
城
県
気
仙
沼
市
に
復
興
の
拠
点
と
な
る
場
所
を
作
り
た
い
。
滋
賀
県
立
大

学
陶
器
研
究
室
が
中
心
と
な
っ
て
始
動
し
た
「
竹
の
会
所
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
そ
し
て
竹
の
会
所
の
今
後
を
支
え
て
い
く
友
の
会
、
そ
れ
が
た
け
と
も
で

す
。
祭
り
や
補
修W

S

を
通
し
て
地
域
と
交
流
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
滋
賀

県
湖
南
市
で
、
竹
林
保
全
の
た
め
の
「
竹
の
庭
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。 　

気
仙
沼
は
、
漁
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
漁
師
さ
ん
が
お
魚
を
差
し
入

れ
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、船
に
乗
せ
て
く
だ
さ
っ
た
り
す
る
。

今
回
の
春
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
五
十
匹
も
の
カ
レ
イ

を
い
た
だ
き
、
お
刺
身
や
煮
付
け
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

夏のWSに３０人の学生が参加

春
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　  

魚
を
さ
ば
く
！
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タ
ク
ロ
バ
ン
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Play space for childlen WS 

地区の住民を交えてミーティングを行った。呼びか
けた 2時間後にもかかわらず多くの住民が集まり、
なにが必要とされているのかを議論する。
・子供の遊び場
・広い調理場
この２つが必要とされていることが分かった。
現実的にできることや必要性などを考慮し、メン
バー内で議論した結果、子供の遊び場となるような
ものを建てることになった。

敷地は BADATO SITE と呼ばれるタクロバン北部の仮設住宅地の一つである。67 世帯が
住み、327 人が居住しており、敷地の北側に常設住宅地があり、継続的に移動が繰り
返されている。当初コミュニティセンターを建設するという許可が行政から下りてい
たが、住民は何も知らされておらず、そもそもこの敷地はどういう状況で何が求めら
れているのかということを調査する必要があった。

2015.8/8 ～ 8/30 

＊ B A D A T O 地 区 調 査

＊ 材 の 買 出 し
調査をもとに日本で設計していたものを見直す。
コミュニティセンターを建設する予定であったた
め、子供の遊び場に適したプランに変更する。

ステイ先の人に車を出してもらい、木材や工具など
の買出しに行く。
建築材料としては現地古来の素材をできるだけ使用
するようにした。屋根にはニッパヤシ、壁にはアマ
カン（竹を編んだもの）などを調達した。

＊ 施 工 （ W S ）

1 回生メンバーがタクロバンに到着。現地の大工

に手伝ってもらい加工、建て方を行う。軸となる

ココナッツ材の選定方法、特徴を教えてもい、材

の仕分けをすることから始まる。

日本で設計していた工法を一度ステイ先の人に見

てもらい、工法を変更する。

初めにメンバーのみで施工していた部分が現地の

大工に指摘されてより強度を高くするよう改善し

たり、増築を試みたりと、トライアンドエラーの

繰り返しであったが、日本で考えていたこととは

状況が違ったため改善していくことは必然であっ

た。

夏に引き続き仮設住宅の生活向上を目指すものを設計し、現地に乗り込んだ。しか

し現地の復興計画の進行に大きな変化があり、仮設住宅が利用されなくなっていた

ため計画を変更し、支援によってできた KAPSO VILLAGE という常設住宅エリアで

調査を進行させた。常設住宅は規格化された素材で融通の利きにくい形態である。

そういった中で玄関先のコミュニティスペースをつくることはできないかと考え

た。現地で小さな庇の提案を行い、施工した。

現地で計画の変更をすることになったため、初めに常設住居の基礎調査としてヒア

Spring WS  2016.2/21 ～ 3/4 

発 行 日
2016.3/31

暑い日差しをよけるような庇が必要となる。現地の人が簡単に施工できるような素材を用いる。ひとつはニッパヤシを組み合わせ

た庇、そしてもう一つは市販のブルーシートの庇である。初めに常設住居の基礎調査としてヒアリングや実測調査を行った。そこ

からいくつかのモデルをつくり、住人と協議し住居の庇を提案作成した。

Tacloban
layte
Plillipines



あかりんちゅはお寺や結婚式場等からいただいた残蝋を再利用してリサイクルキャンドルを作り、地域
でキャンドルナイトやキャンドルづくり教室、キャンドルの販売をしています。こうした活動を通して
普段つけている電気を消して、キャンドルの灯りで過ごすエコでスローな夜を提案しています。

akarinchu

キャンドル作り教室大盛況！
　2015 年 11 月 15 日の湖風祭でキャンドル作り教室

をおこないました。昨年度までは湖風祭ではキャン

ドル作り教室はしていなかったので新たな試みでし

たが、予想以上の多くの方々が遊びにきてくださり

ました。小さなお子さんから大学生、保護者の方と

いった幅広い層の方々にキャンドル作りを楽しんで

いただくことができました。キャンドル作りを通し

てろうそくのリサイクルについて知っていただくこ

とができました。また、あかりんちゅのことをより

多くの方に知っていただく機会にもなり、とても有

意義な取り組みになりました。

吹奏楽部との共演

透ける陶器の
キャンドルホルダー

かわいいキャンドルたくさん！

福祉活動 1年間の成果と課題

　2015 年 6 月６日の湖風祭に

て、吹奏楽部のみなさんとの共

演でハンドベルの演奏をしまし

た。通りがかった方など、多く

の方が立ち止まって聴いてくだ

さりました。いつものハンドベ

ルの演奏とはまた違った、素敵

な音色を楽しんでいただくこと

ができました。

2015 年 7 月 4日、近江楽座・信楽

人と合同で、特別な土を使った透け

る陶器のキャンドルホルダーを制作

しました。キャンドルの灯りがほの

かに透ける幻想的なものになりまし

た。10 月 25 日のミツマルシェでの

キャンドルナイトではこのキャンド

ルホルダーを使用しました。

かき氷キャンドルやハロウィンをイメージしたキャン
ドルなどの季節に合わせたキャンドルや、メンバーが
それぞれ自由な発想で作った個性豊かなキャンドルは
好評でした！生協や湖風祭、その他のイベントや他の
楽座さんでの委託販売をしてたくさんの方々に手に
取っていただくことができました。

今まではメンバーで手作りしていたキャンドルナ

イト時に使用するティーライトの製造を滋賀県社

会福祉事業団クリエートプラザ東近江ジョブカレ

に委託しました。製造委託することでキャンドル

ナイトという形だけでなく障害者雇用、就労支援

といった福祉の観点から地域貢献ができました。

また、ジョブカレさんの作るキャンドルは非常に

質の良いものなのでキャンドルナイトもより良い

ものになりました。

今年度はいままでの活動内容を見直して改善したりメンバー

の意見を積極的に取り入れることで、他団体との活動や湖風

祭でのキャンドル作り教室など新たな取り組みに挑戦するこ

とができました。一方で予想以上にたくさんの人に参加して

いただけたイベントでは材料が足りなくなるなど準備不足が

みられました。次年度は事前準備も大切にし、イベントの質

を高めたいと考えています。これからもあかりんちゅという

団体をよりよいものにし、支えてくださる方々と地域に貢献

できるよう頑張ります。

発達障害のある人が、ひとり暮らしを体験しな
がら障害特性をふまえた協力団体:滋賀県社会
福祉事業団専門的な生活訓練および就労準備
訓練を受け、クリエートプラザ東近江ジョブカ
レ地域で自立した生活を送ることができるよう
支援する事業

滋賀県社会福祉事業団
クリエートプラザ東近江ジョブカレ

March,2016
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